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市教委だより　学（まなぶ）　　　 

―　自分を大切に、仲間を大切に　― 
教育長　宇 野 成 佳　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本市は昨年９月定例会にて「知立市人権尊重のまち」宣言が可決されました。 
市内小中学校においては、1991年６月「知立市小中学校同和研究会」が発足。2002

年度から「知立市小中学校人権教育研究会」と名称を改め、人権教育について全教職

員で取り組んでいます。人権教育とは、「自分の大切さとともに他の人の大切さを認め

ること」ととらえています。道徳の時間をはじめとする授業時間だけでなく、様々な

体験活動に取り組み、学校教育全般で行っています。差別や偏見に関しての理解を深

めたり、仲間の大切さを感じる場面を設定したりして、多様な考えを理解し、どのよ

うな態度をとるとよいのかを考える学習を発達段階に応じて、継続的に日常的に取り

組んでいます。 
市内 3中学校では、生徒会が中心となり、1995年度に竜北中学校、2005年度に知

立中学校、2008年度に知立南中学校が、人権宣言を作り、人権集会で全校生徒と教職
員が唱和したり、この宣言を活用したりして人権感覚を磨く一助としています。 
小学校においては、昨年度、児童会が中心となり、話し合いを重ね、各学校の人権

宣言を作りました。各学校とも表現は様々ですが、一人一人の人権を尊重し、一人一

人が自分を大切に、仲間を大切にする内容でした。 



Ａ小学校の人権宣言を紹介します。 

＊　みんなが楽しく 幸 せに過ごせるように、助け合います。 
たの しあわ す たす あ

＊　それぞれのちがいを認め合い、一人一人の気持ちを大切にします。 
みと あ ひとりひ とり き も たいせつ

＊　自分と相手のことを 考 えて、気持ちを言葉で伝えます。 
じぶん あいて かんが き も ことば つた

＊　自分の自由は、自分とみんなの 幸 せのために使います。
じぶん じゆう じぶん しあわ つか


